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【平成２２年度 事後評価結果】 

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 期待以上の研究の進展があった 

○ Ａ 期待どおり研究が進展した 

 Ｂ 期待したほどではなかったが、一応の進展があった 

 Ｃ 十分な進展があったとは言い難い 

（評価意見） 

本研究は、パルス中性子技術の革新と中性子科学の高度化を図り、さらに中性子

科学の新分野を開拓することを目的としている。 

これまでに KENS から J-PARC へ移行する日本のパルス中性子源の空白期間に、

国際協力という形で研究のアクティビティを維持発展させ、さらにパルス中性子技

術の革新で研究成果を挙げた。これらの研究成果から、J-PARC でのいくつかの高性

能ビームラインや実験装置に結実させた実績は高く評価できる。研究組織は多くの

研究者で構成されており、研究期間中の論文業績も非常に多い。中性子科学の高度

化という点でも期待どおりであり、パルス中性子科学の分野への貢献度については

期待以上である。また、中性子科学の新分野の開拓という点でも、中性子の考古学

と医学への応用が試みられるなど一定の成果が出ており、今後のさらなる研究の進

展を期待したい。 

 


